
■主催:枝幸町社会福祉協議会
■共催:枝幸町
■協力:朗らかクラブ「ワッハッハ!!」

◎令和６年６月２日（日） 枝幸中央コミュニティセンター

＼枝幸のことは“えさしの皆さん”と考えたい!／
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～ 進 行 予 定 ～

①前回の「一緒に話し合う場」振り返り 10:00

② 人のつながりやサロン参加による効果 10:05

※サロン会場へ移動

③ 新任職員の紹介 10:10
■地域おこし協力隊員 鈴木 耕治 さん
■地域包括支援センター 野坂くるみ さん

④ 地域のサロン朗らかクラブ「ワッハッハ!!」見学 10:15
■サロン設立経緯や活動紹介 井上武司代表
■サロン利用者との交流体験

※話し合い会場へ移動

⑤ グループワーク 10:50
■地域のサロン活動について話しましょう

～11時30分終了予定 2



備 考内 容開催日

・講演会（R5.10.21開催）の振り返り①「支え合いが地域をつなげる講演会」振り返り

第１回

令和５年

12月17日

（日）

・一緒に話し合う場のルール決め
②「一緒に話し合う場」について

・NHKローカルフレンズ滞在記視聴 ・NHKローカルフレンズ滞在記（鹿児島訪問編）鑑賞

～都会にないものが枝幸には全部ある

・参加理由ややってみたいこと、困りごとなど③ グループワーク

・将来の理想像から考える思考方法紹介④ ロジックモデルの紹介

・会の名称案や今後の開催ペースなど検討⑤ 次回開催予定や会の名称について

・第１回開催時のグループワーク意見等共有

・地域づくりに向けた取り組みについて
① 第１回「一緒に話し合う場」 の振り返り

第２回

令和６年

３月９日

（土）

・NHKローカルフレンズ滞在記（枝幸編）鑑賞

・鷲見道子さんとの対談形式によるお話し

② 鷲見さんのお話し
・NHK「ローカルフレンズ滞在記」視聴
・枝幸に住まわれていて感じることや魅力

・枝幸町の魅力やいいところを話しましょう③ グループワーク

・会の名称を募集と次回開催予定④ 次回開催予定と会の名称について

① 「一緒に話し合う場」の振り返り

合 計運営スタッフ参 加 者回 数

３２人８人２４人第１回

４２人１０人３２人第２回

７４人１８人５６人延べ 3



第２回“一緒に話し合う場” グループワーク まとめ

・人があたたかく、魅力的な人が多い。

・ご近所さん同士で挨拶など声かけがあり、
顔見知りになっている。

・自然が豊かで、空気がきれい。

・景色がきれいで、写真スポットがある。

・自然が多くて、人が少ないので落ち着く。

・海の資源がたくさんあり、海産物がおいしい。

・食べ物と水がおいしい。

・町民が使える施設が充実している。

・子育てに力を入れて取り組んでいる。

・地域のイベントに町民が積極的に参加してくれる。

① 高齢者にイオスの使い方を説明してほしい。

② 町民が使える施設を、町民があまり分かっ

ていないので、周知したほうが良い。

③ 高齢者は「除雪のボランティア」をして

もらうととても助かる。

④ おたすけマップをもう少し活用してほしい。

≪枝幸町の良いところ≫ ≪知りたいこと≫

自

然

食

人

地

域
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“一緒に話し合う場”の山登り

つながりがより強くなっている

新しい仲間づくり

地域の活動を知る

年をとっても楽しく安心して暮らせる

お互い様で支え合えている

みんなで一緒に考えられている

みんなで一緒に
山登りを楽しみ
ましょう！

・さいごまで暮らし続けられるまち「枝幸町」
・笑顔でつながる「枝幸町」

一緒に
話し合う場

参加者の健康づくり

地域課題の
見える化

色々な取組み
事例などを学ぶ

一緒に課題解決の
方法を探ってみる

地域の課題を広く
共有できている

近助のつながりが
より強まっている

地域に賛同者が
増えている

困りごとの支援が
できている

地域の高齢者が
元気になっている

地域貢献の活動が
できる町民が
増えている

仲間で一緒に

何か取り組んで

みませんか？

人口が減っていても、
地域のつながりで
支え合えている

新しい仲間も
でき、地域の
活動も知れる

参加者の知識や
経験も増え、楽し
みが増えている

“一緒に話し合う場”の現在地は、

「新しい仲間もでき、地域の活動も

知れる」２合目あたりでしょうか？
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② 人のつながりやサロン参加による効果
愛知県武豊町（たけとよちょう）

2007年５月から2012年３月までの５年間で、

どのような人が頻繁にサロンに通い、それに

よって要介護認定を受けるリスクが低下した

のかを検証

サロンに頻繁に参加していた人は、そうで

ない人と比べて要介護認定を受けるリスクが

半分であることが示されています。

14.0％

↓

7.7％

（▲6.3％）
45％減

高齢者が交流を持つ「コミュニティ・サロン」に
頻繁に参加することで、要介護認定率が半減する可能性

令和６年
１月末

令和５年
３月末

令和４年
３月末

区 分

169人163人160人
要支援
１・２

159人169人176人
要介護
１・２

190人177人205人
要介護
３～５

518人509人541人合 計

2,660人2,692人2,755人
介護保険
加入者数

19.5％18.9％19.6％認定率

■枝幸町介護保険の認定者数
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

馴染みの場を持つ人

馴染みの場を持たない人

幸せなほうだ どちらとも言えない 不幸せなほうだ

あなたは、自分のことを幸せだと思ってますか?

博報堂生活総合研究所『生活動力調査』を基に、丸藤競氏作成

馴染みの場がある人は、幸せ（16ポイント高い）
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“ 寿 命 ” に 影 響 を 与 え る 要 因

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

つながりがある
煙草を吸わない
飲み過ぎない
体を動かす

太り過ぎない

0.32

死亡と生存のオッズ比 石川善樹2014『友達の数で寿命は決まる』を参考に、丸藤競氏作成

つながりがある人は、⾧生き

0.21
0.23

0.50
0.63



地域おこし協力隊員
（地域コミュニティ活動分野）

鈴 木 耕 治 さん

出身:標茶町 実家は酪農家

趣味:マラソン、トレイルランニング、
ロードバイク、ＳＵＰ、スキー

大学:北翔大学生涯スポーツ学部健康福祉学科

前職:ホテル業（フロントスタッフ） 約５年

今年１月に息子が生まれ、４月から保健福祉課
の地域おこし協力隊として妻の地元である枝幸町
に移住してきました。
よろしくお願いします!!

③ 新任職員の紹介
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枝幸町地域包括支援センター
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出身地 枝幸町

年 齢

出身大学

資 格

22歳

名寄市立大学 社会福祉学科

社会福祉士 ／ 精神保健福祉士

野 坂 くるみ さん

これからよろしく
お願いします

趣 味 音楽鑑賞 ／食べること ／書道 ／ウクレレ （練習中）



平成20年から４年間
“地域支え合い研修会”
に参加
ボランティアに関わる
キッカケ

有志のメンバーで話し
合い「高齢者の居場所」
づくりを始める

（準備会議や視察）

勉強会が終了するが、
学んできたことで
何か出来ないか！！

サロンの開催場所に
ついて悩む？？
（参加費・実施内容）

社会福祉協議会に団体
登録し中央コミセンを
借りられる事に

平成24年８月25日
居場所サロン

「笑顔」が始まる

平成27年9月
朗らかクラブ

「ワッハッハ！！」
開設

④ 朗らかクラブ「ワッハッハ!!」見学・交流
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朗らかクラブ「ワッハッハ!!」

・毎週日曜日開催
・最高参加人数:33名
・開催数:342回（Ｒ６年４月末時点）
・スタッフ:６名
・井上さんのサロン活動:13年目



活動内容・状況 など

① 毎週日曜日 午前９時30分～15時00分まで 枝幸中央コミセンで開催

② お茶やコーヒーを飲みながら、お話しやカラオケ、花札、オセロ、クロスワード、
麻雀などを、参加者が自由に楽しむ（お互いのことを気にかけている。）

③ 昼食は、各自がお弁当を持参（スーパーこしんで購入もあり）

④ 昼食後は、軽い運動（体操、ラダー、ボッチャなど）

⑤ 参加費は１人100円（物価が上がり茶菓子の準備などが難しくなっている。）

⑥ 役員で相談して年に数回イベント開催（予算が厳しくイベント回数を減らしている。）

⑦ 井上代表自身が案内文書や会計決算資料を作成（最近は、大変になってきている。）

⑧ 後継者を探すのが難しい。

⑨ 行政などから月に数千円でも支援があれば、今後、サロンを起ち上げる人の助けになる。

⑩ 新たにサロンを起ち上げる場合には、場所の確保と地域によっては送迎が課題

⑪ 年齢を問わず誰でも自由に参加可能。たくさんの人に来てほしい。
（以前は小学生が来ることも） 11



⑤ グループワーク
＊テーマ＊

① 朗らかクラブ「ワッハッハ!!」に参加
してみての感想

② 地域の高齢者サロンに何か関わることは
できますか?

例えば…

・サロンを知れたので私も遊びに来ますよ
・近所のおばあちゃんにも紹介してみようかな
・友達も誘ってみますよ
・子どもも連れて来てみようかしら
・サロンのポスターなら貼っておけますよ
・他の町でやっているサロンのことも知りたいな
・認知症カフェって何？
・家にお茶が沢山あるので持っていこうかな
・仲間で集まれる場所を自分たちも作れないかな
・地域のボランティア活動を知れて嬉しいな

などなど 12
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⑥ 会の名称と次回開催予定について
本日はお休みのところ第３回“一緒に話し合う場”へ

ご参加いただき大変ありがとうございました。

“一緒に話し合う場”の名称
※報告をいただいている名称案

①おたがい様会 ②枝の輪 ③えだのわ
④幸の輪 ⑤さちのわ ⑥人の輪
⑦ひとのわ ⑧人の縁 ⑨絆の輪
⑩ちょこっとのおせっかい
⑪そだね～

第４回“一緒に話し合う場”

次回は、10月頃の開催予定
【案】

・参加者の仲間同士で意見交換してみましょう

・「私ができること」で取り組める活動はないだろうか

・枝幸町のお助け情報を知ろう

・有償ボランティアって何

・他の町の取り組みを学んでみよう

・スマホの使い方を誰か気軽に教えてくれないかな

・保健福祉センター内の地域包括支援センターなどを

見てみましょう

・コミュニティバスで歌登へ移動し「歌種」での開催

・三笠山展望閣での開催

など

■インフォメーション

９月28日（土）に函館から丸藤競氏と津別町社会福祉
協議会職員の方にお越しいただき、「支え合いが地域をつな
げる講演会」の開催を予定しています。
皆さまのご参加をよろしくお願いします。
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挙手いただき
確認します



24.7%
47.5%

21.5%7.8%
39.0% 36.0%

0%

50%

たくさんいる 普通にいる 少しいる

平成30年度（2018） 令和５年度（2023）

■65歳以上の方への質問:親しい友人・仲間がいますか
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